
































































































































































































































































34 35メコン : GLOCOL 海外フィールドスタディによる教育と研究の連携への試み 納板河流域国立自然保護区における人々と水利用
に今後の調査においてどのような論点を挙げることが可能か、ま
た考察を深めることが必要かを紹介した。雲南の森林減少に伴
い、森林破壊が問題提起され、実際に納板保護区においてもゴ
ム植林が問題視されている。しかしながら一方で、上に挙げたラ
フ族の村においては水源の周りだけ原生林をきれいに残すという
事例も見られ、「自然保護」が掲げられる中で人々の水源に対す
る働きかけが理解できるのではないかと考える。
　今回の調査における制限の中で推論に留まる事項が多く、断
定的に問題を提起することは難しい。しかしながら、今回の調査
の中で聞かれた発言の中で言われていた水源を守るといったよう
な「環境保護」という領域で使われる言葉の使用などに今後、注
目していく必要があることを示唆できるのではないかと考える。
また、魚をあまり食べなくなった事例や井戸水に頼るようになっ
た事例などから、従来の自然林の産物に頼っていた人々の生存
基盤が観察されるのではないかと考える。今後、この地域にお
ける自然の「保全」について考えていくために、引き続きこの変化
に関して詳細に研究を進めるべきであると考える。そして最後に、
現在、納板保護区においては、村の人 と々森林保護局の人々が
正に自然の「保全」のあり方がどうあるべきなのかに向き合い実
践を重ねているところであり、今後もこの地域から私たちが学ぶ
ことが沢山あるということを強調して論を閉じる。
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